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VOL.808江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

ポリテクカレッジ島根（島根職業能力開発短期大学校）の学生
が江津駅前ビルの空き店舗を地域の素材を活用して再生！
生まれ変わった店舗内で、住居環境科の学生の皆さんが「52」
ポーズで撮影に応じてくれました。
（右手を「５」、左手を「２」で「５２（江津）」を表しています）

地域の未来を創る
－ ポリテクカレッジ島根 －

特集



↑塗装に使う蜜蝋

MADE IN GOTSU
へ
の
挑
戦

〝
江
津
ら
し
さ
〟が
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
た
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

　
軍
艦
ビ
ル
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

江
津
駅
前
ビ
ル
の
空
き
店
舗
が
、
ポ
リ
テ

ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の
学
生
の
手
で
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ　
Ｉ
Ｎ　
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
を

テ
ー
マ
に
、
島
根
県
産
の
木
材
と
江
津
の
素

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
て
、
江
津
ら
し
さ

が
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

内
装
と
外
装
に
使
わ
れ
て
い
る
柿
渋
、

和
紙
、
建
具
、
蜜
蝋
、
え
ご
ま
油
、
竹
、

古
材
・
タ
イ
ル
、
粉
砕
瓦
・
パ
レ
ッ
ト
、

広
葉
樹
…
こ
れ
、
全
て
江
津
産
の
素
材
で

す
。
地
域
素
材
を
生
か
す
こ
と
で
、
市
内

外
に
江
津
の
素
材
の
豊
か
さ
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
江
津
駅
前
ビ
ル
は
、
現
在
、
14
店
舗
中

８
店
舗
が
空
き
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
既

存
の
建
物
を
改
修
し
て
新
た
な
機
能
や
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
）
に
よ
っ
て
、
地
域

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
素
材
の
活
用
と
地
域
の
活
性
化
に

学
生
が
挑
戦
し
た
取
り
組
み
が
「
江
津
駅

前
ビ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
㈱
石

州
あ
か
が
わ
ら
と
協
力
し
て
、
ポ
リ
テ
ク

カ
レ
ッ
ジ
島
根
住
居
環
境
科
２
年
生
６
人

の
学
生
た
ち
が
こ
の
１
年
間
で
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
後
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
開
店
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
や
も
の
が
集
ま
っ
て
発
信
し
て
い
く
場

地域の未来を創る
－ポリテクカレッジ島根－

特 集

江津市二宮町にある「ポリテクカレッジ島根」。
ものづくりを通じて、コミュニティや学校、企業など地域と連携して
さまざまな活動に取り組んでいます。
地域に活力を起こすポリテクカレッジ島根の取り組みをお届けします。

地域の素材を活用した
江津駅前ビルの空き店舗の再生

Topics

0 1

↑柿渋の材料・刀根柿
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ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
っ
て

ど
ん
な
学
校
？

　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
（
島
根
職
業

能
力
開
発
短
期
大
学
校
）
は
、
厚
生
労
働

省
が
所
管
す
る
工
科
系
短
期
大
学
校
で

す
。
高
度
な
も
の
づ
く
り
人
材
を
育
成
す

る
た
め
全
国
で
展
開
す
る
25
校
の
う
ち
、

山
陰
地
方
で
唯
一
、
江
津
市
に
あ
り
ま
す
。

　
２
年
間
の
教
育
課
程
と
し
て
専
門
課
程

に
３
つ
の
科
を
設
け
て
い
ま
す
。「
生
産

技
術
科
」
で
は
も
の
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
機
械
シ
ス
テ
ム
を
、「
電
子
情
報
技
術

科
」
で
は
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
電
子
・
情

報
通
信
技
術
を
、「
住
居
環
境
科
」
で
は

住
宅
の
設
計
や
施
工
技
術
を
学
び
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
知
識
に
加

え
、
よ
り
現
場
に
即
し
た
技
能
・
技
術
を

身
に
付
け
ら
れ
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
就
職
を
希
望
す
る
若
者
を
支
援
す

る
奨
学
金
制
度
や
企
業
で
働
き
な
が
ら
通

え
る
事
業
主
推
薦
制
度
な
ど
、
地
域
と
密

接
に
連
携
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

所
と
な
り
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、「
自
分
の

お
店
を
持
ち
た
い
」、「
実
際
に
店
舗
を
持

つ
の
は
ま
だ
自
信
が
な
い
」
と
い
う
人
に

対
し
て
開
業
の
第
一
歩
と
な
る
店
舗
の
こ

と
で
す
。
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て
、

出
店
者
に
準
備
期
間
と
し
て
一
定
期
間
出

店
し
て
も
ら
い
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

習
得
し
て
独
立
開
業
を
目
指
す
手
法
で
す
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
だ
と
人
に
よ
っ

て
商
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
る
の
で
、

棚
を
自
由
に
動
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
土
田
里
穂
さ
ん
。
他
に
も
、

木
材
の
ツ
ヤ
を
出
す
た
め
に
え
ご
ま
油
と

蜜
蝋
で
塗
装
を
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

多
種
多
様
な
江
津
産
の
素
材
を
ど
う
融
合

し
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
を
学

生
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
、
天
井
や
床
な
ど
各

部
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
制
作
し
ま
し
た
。

　
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ　
Ｉ
Ｎ　
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
材
料
の
採
集
・
加
工

も
学
生
自
ら
が
行
い
ま
し
た
。
柿
渋
は
桜

江
町
川
越
で
原
料
と
な
る
刀
根
柿
を
採
集
。

安
部
尚
祥
さ
ん
は
「
柿
渋
を
発
酵
さ
せ
る

の
に
腐
ら
せ
な
い
よ
う
ナ
ス
を
ひ
と
か
け

ら
入
れ
る
と
よ
い
、
と
地
域
の
人
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
柿
渋
作

り
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
や
市
内
事
業
所
と
の
繋
が
り

が
あ
り
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
素
材
が

集
ま
る
の
も
江
津
な
ら
で
は
。
昔
な
が
ら

の
知
恵
と
素
材
、
人
の
繋
が
り
で
作
る
の

も
江
津
ら
し
さ
と
考
え
、
作
れ
る
も
の
は

地
域
で
作
る
の
が
こ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
活
動
の
一
面
で
す
。

　
内
装
の
左
官
工
事
は
市
内
業
者
を
講
師

に
迎
え
、
瓦
タ
イ
ル
貼
り
や
土
壁
の
作
業

な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。「
講

師
の
教
え
方
が
わ
か
り
や
す
く
漆
喰
を
上

手
く
塗
れ
ま
し
た
。
実
習
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
松

本
晃
太
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
随
所
に
学
生
の
工
夫
と
情
熱
が
光
る
江

津
駅
前
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
お
店
に
入
る

と
、
江
津
の
素
材
の
豊
か
さ
と
そ
の
繋
が

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
新
し
い
活
動
の

拠
点
と
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

↑６月27 日、外装や天井などを解体・撤去
しました。

↑12 月18 日、作業が進み、内装が徐々に
出来上がってきました。

↑天井に、竹と長
なげし

押と勝地半紙を使用。学
生自ら勝地半紙の工房で和紙を漉きました。
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ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
や
地
域

お
こ
し
を
行
う
団
体
と
連
携
し
て
、
そ
の
地

域
の
課
題
解
決
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
桜
江
町
の
甘
南
備
寺
で
は
、
そ
ば
に
あ
る

竹
林
の
荒
廃
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
竹
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
う
樹
冠
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
）
が
主
催

し
て
、
竹
林
の
伐
採
と
竹
灯
籠
の
制
作
を
11

月
７
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
と
社
会

教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
が
連
携
し

て
、
旧
甘
南
備
寺
跡
の
調
査
を
学
生
が
実
施

し
、
調
査
結
果
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
都
野
津
町
で
も
、都
野
津
新
四
国
八
十
八
ヵ

所
の
お
堂
の
維
持
・
整
備
に
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ

ジ
島
根
の
学
生
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
に
４
ヵ
所
の
お
堂
を
改
修
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
36
番
の
お
堂
を
施
工

し
ま
し
た
。
36
番
は
も
と
も
と
お
堂
本
体
に

建
屋
が
付
属
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
背
面

に
あ
る
法
面
の
地
滑
り
の
心
配
か
ら
、
本
堂

の
移
転
と
建
屋
の
新
築
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
大
工
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
仕

事
と
似
て
い
る
建
屋
の
建
設
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
住
居
環
境
科
２
年
生
の
大

畑
笙
樹
さ
ん
。「
１
年
生
の
と
き
か
ら
お
堂

の
改
修
に
取
り
組
ん
で
、
地
域
へ
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
二
宮
町
で
は
「
万
葉
ロ
マ
ン
の

里
・
二
宮
」
と
協
力
し
て
、
住
居
環
境
科
の

学
生
が
万
葉
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
東
屋
を

建
立
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は
広
報
平
成
30
年

11
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
地
域
の
文
化

の
継
承
や
知
名
度
の
向
上
な
ど
に
ポ
リ
テ
ク

カ
レ
ッ
ジ
島
根
が
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

桜江町・都野津町・二宮町で
地域の活性化に貢献

Topics

0 2

【写真左・写真下】竹の伐採と竹
灯籠の制作。切り出した竹はそ
の場で灯籠に加工しました。

【写真右】旧甘南備寺跡の現地
調査の様子。礎石や墓石などを
発見しました。

【写真上】都野津新四国八十八ヵ所の取り組み。
今年度は 36 番の建屋を新築しました。

【写真下】二宮町では万葉展望スポットとして東屋
を建立しました。
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県
立
高
校
と
連
携
し
て
、
ポ
リ
テ
ク

カ
レ
ッ
ジ
島
根
で
は
高
校
魅
力
化

事
業
の
支
援
や
も
の
づ
く
り
人
材
の
交
流

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
60
周
年
を
迎
え
た
江
津
高
校
で

は
、
に
ぎ
や
か
に
節
目
を
迎
え
る
仕
掛
け

と
し
て
、
ね
ぶ
た
を
制
作
し
ま
し
た
。
そ

の
ね
ぶ
た
の
土
台
は
住
居
環
境
科
の
学
生

が
協
力
し
て
設
計
・
制
作
を
行
い
ま
し
た

（
こ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
記
事
を
広
報

10
月
号
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
昨
年
度
か
ら
、
江
津
工
業
高
校
の
３
年

生
と
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の
２
年
生

が
各
校
で
取
り
組
ん
だ
研
究
な
ど
の
成
果

を
共
に
発
表
し
て
い
ま
す
。「
江
津
『
未
来

人
材
』
も
の
づ
く
り
研
究
発
表
会
」
と
題

さ
れ
、
今
年
度
は
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
で

２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
の
づ
く

り
の
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
て
も
ら

お
う
と
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
で
は
、

技
術
・
家
庭
の
授
業
の
支
援
を
行
っ
た
り
、

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
、
学
園
祭
で
あ
る
「
翔
江

祭
」
と
同
時
開
催
し
て
い
る
「
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
を
実
施
。
毎
年
多
く
の
親
子
や
家
族

連
れ
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
カ
ラ
ー
電
線
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
や
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
達
成
感
に
、

子
ど
も
た
ち
は
作
品
が
出
来
上
が
る
と
笑

み
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

小・中学生にものづくりの
楽しさ伝える

高校の教育魅力化と
つながる

Topics

0 3

Topics

0 4

【写真左】江津工業高校と共
同して開催した「江津『未来
人材』ものづくり研究発表
会」。６つの成果が発表され、
講評を担当した地域企業代
表者の皆さんからは内容を
絶賛する声が、会場からは
盛大な拍手が送られました。

【写真右】江津高校が創立
60 周年記念のマスコット
キャラクター「だっぴー」の
ねぶたを制作。ポリテクカ
レッジ島根は土台づくりに協
力しました。

【写真上】青陵中学校２年生の技
術・家庭の授業の様子。ハンダ
付けなどの作業を行いＬＥＤのラ
イトを製作。

【写真下】高角放課後児童クラブ
が夏休みものづくり教室を体験。
流木を使った工作などを楽しみま
した。
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冬の夜の街を光で彩る
ごうつイルミ2018

Topics

0 5

平
成
16
年
か
ら
江
津
市
建
設
業
協
会

の
取
り
組
み
と
し
て
毎
年
設
置
さ

れ
て
い
る
丸
子
山
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
毎
年
工
夫
を
凝
ら
し
た
演
出

が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
は
、そ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
制
作
・
設
置
に
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ

ジ
島
根
の
電
子
情
報
技
術
科
と
住
居
環
境

科
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｏ
▼
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
！
」
を
表
し
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
、
触
っ
た
り
、

喋
っ
た
り
す
る
と
点
灯
の
様
子
が
変
化
す

る
ゲ
ー
ム
性
を
持
つ
も
の
な
ど
訪
れ
た
人

が
楽
し
め
る
仕
掛
け
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

昨
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
１
月
10
日

ま
で
の
夜
間
、
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
演
出
が

光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
を
行
う
企
業
の
人
材
育

成
を
支
援
す
る
「
能
力
開
発
セ
ミ

ナ
ー
」。
現
場
で
働
く
人
が
抱
え
る
課
題

解
決
の
た
め
、
生
産
性
の
向
上
や
業
務
の

改
善
、
新
た
な
製
品
の
創
造
に
必
要
な
専

門
的
知
識
お
よ
び
技
能
・
技
術
を
習
得
す

る
講
習
会
を
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
要
望
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
セ
ミ
ナ
ー
も
あ
り
、
よ
り
企
業
の
専
門

性
に
特
化
し
た
技
能
・
技
術
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の

取
り
組
み
が
、
地
元
企
業
の
も
の
づ
く
り

力
を
向
上
さ
せ
、
江
津
市
の
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ものづくり企業を支える
能力開発セミナー

Topics

0 6

【写真左】参加者は実習用の回
路から故障している部分を計
測器を用いて探し出し、ワニ
口ケーブルをつないで復旧させ
る技能を身に付けました。

【写真右】３月８日、第一稀元
素化学工業株式会社江津工場
がポリテクカレッジ島根でオー
ダーメイドセミナーを開催。社
員の皆さんは「機械・電気保全
の実務」について技能などを
学びました。
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　マイクロマウス全日本大会とは、決
められた周回コースをロボットができる
だけ早く走る（トレースする）ことを競
う競技です。
　青陵中学校のとき、プログラミング
を体験してものづくりに興味を持
つようになりました。これから、
中国職業能力開発大学校（倉敷
市）応用課程に編入してもっ
と学びたいです。卒業時に
は、また地元に帰ってきたい
と思います。

　大会では、会社内ネットワークの構
築を約４時間かけて行い、敢闘賞を受
賞しました。
　以前から、パソコンなどに興味があった
のでポリテクカレッジ島根に入学しました。

　４月から石見にあるＩＴ企業
で働く予定です。ＩＴ分野の

業務を通じて
地元企業の手
助けをし、地元
に恩返ししてい
きたいです。

　昔から地元で就職したいという思い
がありました。石見神楽の社中に所属
しており、市内就職を考えているなら、
と高校の先生に奨学金の制度（江津市
実践技術者育成資金貸与制度）を紹介
してもらいました。

　４月から市内の
建設系企業に就職
します。企業から
神楽社中の活動を
応援してもらってい
ます。これからも
地元で暮らし続け
たいです。

　ものづくりに興味があり、技術を学び
にポリテクカレッジ島根に入学しました。
　この２年間で、金属を加工する技術
を重点的に学び、卒業制作では金型の
設計・製作を行いました。
　「自分の技術を生かせる仕事をした
い」と考えていたときに、
トップ金属工業株式会社
江津工場のことを知り、
江津にＩターン（出身
地とは別の地方に移
り住むこと）を決
めました。

　電子情報について学びたいと思い、
ポリテクカレッジ島根に入学しました。
　サッカーロボット大会へは自分の技術
が通用するかどうかを知りたくて出場し
ました。３校５チーム、１チーム２台で

戦います。機体を頑丈にして、１
台ずつ防御と攻撃の役割を持た
せるようプログラミングなど

に工夫し、優勝しました。
　卒業後は県内の企業
で機械の維持・保守に携
わる予定です。

　全国の学生たちから創作茶室を募る「学生グランプリ２０１８〝銀茶会
の茶席〟」（日本建築学会主催）に、住居環境科１年生の４人で応募し、
審査員賞を受賞しました。
　今回のテーマは「華」。その言葉から「華やか」を連想し、
そして銀座で行われる茶会ということで、構造もおもしろい
宝石の形をデザインに使用しました。銀茶会の茶席は前か
ら知っていて応募したいと考えていたので、審査員賞が
受賞できてうれしいです。
　ポリテクカレッジ島根は、地域でものづくりの活動
ができ、地元でより実践的な技術を学べるところです。
来年度は地域の活動に取り組んでいきたいです。

活
躍
す
る

も
の
づ
く
り
人
材
た
ち

　

競
技
大
会
や
地
元
な
ど
で
活
躍
す
る

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の
学
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
熱
意
、
そ
し
て
、
地
元

へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

「銀茶会の茶席」で審査員賞を受賞
千原　結菜さん

（住居環境科１年生・石見智翠館高校卒）

若年者ものづくり競技大会
（IT ネットワークシステム管理部門）

敢闘賞に輝く
森　隼太郎さん

（電子情報技術科２年生・江津高校卒）

奨学金制度を活用して
市内の企業に就職

大畑　笙樹さん
（住居環境科２年生・江津工業高校卒）

技術を身に付け
県外から江津へ移住

馬場　浩太郎さん
（生産技術科２年生・広島県出身）

マイクロマウス全日本大会
（ロボットトレース競技）

に出場して奮戦
岡崎　琳さん

（電子情報技術科２年生・江津高校卒）

ポリテックビジョン２０１９
ロボット競技大会
で中国地方ナンバー１

神田　隆之介さん
（電子情報技術科２年生・江津工業高校卒）

市内就職を目指すカレッジの学生
を支援しています
　市内で働く若者を増やすことを目的
に、ポリテクカレッジ島根の奨学金制
度を行っています。
　修了後、市内で就職し、一定期間就
業した場合は全額返還免除されます。
■問 商工観光課企業立地係
 　℡（５２）７４９４

第１回オープンキャンパス開催！
◎日時　４月21日（日）
 午前10 時 30 分～
◎場所　ポリテクカレッジ島根
◎主な内容
　キャンパス見学ツアー、体験授業、
学食体験など
■問 ポリテクカレッジ島根
 　℡（５３）４５６７
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ちぎり春キャベツの
ナムル

材料（２人分）
・春キャベツ　1/8玉（約150ｇ）
・塩　小さじ1/4　
・ごま油　大さじ１
・塩昆布　大さじ1

江津食彩
朝ごはんに毎日プラス１皿の野菜

Cooking

1 人分の野菜使用量　70g 以上

春キャベツは葉が柔らかく、生でもおいし
くいただけます。鍋も包丁も使わず、ささ

っと使うことができます。忙しい朝や調理が
面倒なときにも簡単にワンプラスできる野菜
です。
　キャベツに含まれる成分「キャべジン」は、
胃粘膜の修復に必要なたんぱく質の合成を助
けます。煮込んだりして芯も一緒に食べると、
ビタミンＣの吸収もアップします。

作り方
１キャベツはよく洗って水気を切り、手で食べやすい大きさにちぎって、
ファスナー付きの食品保存袋に入れる。

２そのまま１に塩を入れてよくもむ（水がでたら捨てる）
３さらにごま油、塩昆布を入れ振って全体を混ぜる。

今月の休館日 ◎毎週火曜日
◎月末休館日５月１日（水） ※ 30 日（火）の振替

■問江津市図書館 ℡（５２）０５５１
桜江分館 ℡（９２）０３００

Books 図書館においでよ！

ごうつの味　四季めぐり

こどもの読書週間特別企画
４月27日（土）～５月26日（日）

展 示
　有名なものから、あまり知られ
ていないものまで、日本のむかし
話の本を集めて展示をしています。
　知らない昔話に出会えるかもし
れません。

ゲーム
「おむすびころりん！」

　むかし話「おむすびころりん」
をモチーフにしたゲームです。
　おむすび３個をころころところ
がして、いくつ穴に入るかな？
　景品もあります！

おはなし会開催！

　こども室にて、しまね子ども
の読書等推進の会江津支部メン
バーによるおはなし会があります。
　大人も子どもも一緒に楽しんで
いただけます。
※本館のみの開催です。

　「日本のむかし話」をテーマに、子どもたちに楽しんでもらえる企画
を考えました！
　期間中ロビーでは、どなたでも自由に参加できるぬりえもご用意して
います。
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Information
Pick Up!

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

ご
み
の
適
正
処
理
と
、
快
適
な
生
活

環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
次
の
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
朝
８
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
き
ち
ん
と
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
や
せ
る
ご
み
に
な

り
ま
し
た
が
、
資
源
に
で
き
る
も
の
は

「
資
源
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
度
の
収
集
に
つ
き
３
つ
ま
で
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
市
指
定
ご
み
袋
と
市
指
定
ご
み
券
に
は

必
ず
氏
名
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

・
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
ご
み
が
飛

散
し
な
い
よ
う
に
、
持
ち
手
、
閉
じ
ひ

も
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

・
市
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の
・
は

み
出
す
も
の
は
粗
大
ご
み
で
す
。
ご
み

そ
の
も
の
に
市
指
定
ご
み
券
を
貼
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
集
積
場
所
は
設
置
さ
れ
た
自
治

会
の
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
地

域
の
集
積
場
所
に
ご
み
を
無
断
で
持
ち

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
多
量
の
ご
み
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、

直
接
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
一
般
廃
棄
物
収
集
・
運
搬

許
可
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
（
有
料
）

・
資
源
ご
み
を
地
区
で
出
せ
な
い
場
合
、

市
役
所
前
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
ご
み
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す

　

詳
し
く
は
「
２
０
１
９
年
度
江
津
市

環
境
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
（
改
訂
版
）」
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
森
林
総
合
公
園
風
の
国
は
、
４
月
１
日

か
ら
広
島
市
に
本
社
を
持
つ
「
株
式
会
社

第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
に
譲
渡
し
ま
す
。

　

風
の
国
は
、
若
者
定
住
の
た
め
の
雇

用
確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
整
備
し
、
平
成
９
年
度
に
全
館

開
館
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運
営
し

て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
健
全
運
営
と
持
続
的
な
発
展

を
目
指
す
た
め
、
民
間
事
業
者
に
譲
渡

す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

※
４
月
１
日
か
ら
、
改
装
準
備
の
た
め

約
１
ヵ
月
間
休
館
し
ま
す
。
開
館
の
準

備
が
整
い
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
譲
渡
価
格
な
ど

①
宅
地
・
建
物
（
１
５
，
８
０
８
・
56
㎡
）

４
８
，５
０
０
，０
０
０
円
（
売　
却　
額
）

②
公
園
用
地
（
６
４
，
７
６
０
・
05
㎡
）

１
，
４
９
０
，
４
２
０
円
（
賃
貸
／
年
額
）

③
森
林
区
域
（
１
７
９
，
６
１
５
・
27
㎡
）

８
９
，
８
１
０
円
（
賃
貸
／
年
額
）

市
民
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

風
の
国
の
譲
渡
先
が
決
定
し
ま
し
た

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
６

■問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　
℡
（
５
２
）
７
４
９
４2 月 20 日（水）、市役所において㈱第

一ビルサービス代表取締役・杉川聡氏
と仮契約の調印式を執り行いました。

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
３
月
号
に
併
せ
て
配
布
し
ま

し
た
「
江
津
市
環
境
衛
生
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
号
に
併
せ
て
「
江
津
市
環
境

衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
（
改
訂
版
）」
を
改

め
て
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。
恐
れ

入
り
ま
す
が
、
ご
確
認
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◎
訂
正
の
内
容

　
江
津
地
区
の
し
尿
く
み
取
り
担
当

業
者
の
地
区
割
を
入
れ
替
え
ま
す
。

※
桜
江
地
区
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
、
桜
江
町

地
域
で
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
が
指
定
さ
れ
ま
す
。
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害

防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※
旧
江
津
市
地
域
は
平
成
19
年
に
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
と
は

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
、
建
築
物
に
損
壊
が
生
じ
、
住

民
な
ど
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
著
し
い

危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
区
域
で
す
。

☆
指
定
さ
れ
た
場
合

　

土
砂
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
で
は
次
の
対

策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制

②
建
築
物
の
構
造
の
規
制

③
建
築
物
の
移
転
勧
告

④
宅
地
建
物
取
引
に
お
け
る
措
置

建
築
物
の
構
造
規
制
に
つ
い
て

　

居
室
を
有
す
る
建
築
物
は
、
建
築
確

認
の
制
度
お
よ
び
構
造
規
制
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
築
や
増
改
築
の
場
合
に
構
造
規
制

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
現
在
お
住
い
の
家

屋
を
す
ぐ
に
直
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
装
改
修
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
も
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

☆
支
援
制
度

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
住
宅
補

強
支
援
事
業

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
で
新
築

や
増
改
築
す
る
場
合
に
、
建
築
基
準
法

に
基
づ
き
壁
の
補
強
な
ど
を
行
う
と
き

は
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

　

区
域
内
に
あ
る
住
宅
を
安
全
な
場
所

に
移
転
す
る
場
合
に
も
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
指
定
区
域
の
確
認
の
仕
方

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
地

は
、
市
役
所
、
桜
江
支
所
、
桜
江
各
地

区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
定
区
域
の
確
認
、
建
築
物
の
構
造

規
制
や
支
援
制
度
な
ど
、
詳
し
く
は
各

問
い
合
わ
せ
先
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
マ
ッ
プ
ｏ
ｎ
し
ま
ね
」

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

◎
法
律
や
指
定
・
構
造
規
制
な
ど
全
般

島
根
県
土
木
部
砂
防
課
総
合
土
砂
災

害
対
策
ス
タ
ッ
フ

℡
０
８
５
２
（
２
２
）
６
７
８
５

◎
区
域
の
確
認
・
特
定
開
発
行
為
に
関

す
る
こ
と

浜
田
県
土
整
備
事
務
所
維
持
管
理
部

管
理
課℡

０
８
５
５
（
２
９
）
５
７
７
９

◎
建
築
確
認
・
支
援
制
度
に
関
す
る
こ
と

浜
田
県
土
整
備
事
務
所
建
築
部
建
築
課

℡
０
８
５
５
（
２
９
）
５
６
６
９

　
江
津
市
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係

℡
（
５
２
）
７
４
９
０

◎
区
域
の
確
認
・
指
定
に
関
す
る
こ
と

　
江
津
市
総
務
課
防
災
係

℡
（
５
２
）
７
９
２
７

　
土
木
建
設
課
国
県
事
業
推
進
室

℡
（
５
２
）
７
９
５
４

桜
江
町
地
域
を
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
し
ま
す

Information
Pick Up!

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
イ
メ
ー
ジ

地すべり急傾斜地 土石流
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平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
農

地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
り
、
賃
借
料
が
設
定
さ
れ
た
賃

借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
島
根
支
部
の
保
険
料
率
が
３

月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
改
定

に
な
り
ま
す

・
健
康
保
険
料
率
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
介
護
保
険
料
率
は
、
全
国
一
律
で
す
。

・
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保
険
料

率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

・
任
意
継
続
被
保
険
者
は
、
４
月
分
（
４

月
納
付
分
）
か
ら
改
定
に
な
り
ま
す
。

農
地
の
賃
借
料

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
定

■問
農
業
委
員
会
事
務
局　
℡
（
５
２
）
７
９
５
８　

■問
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部　
℡
０
８
５
２
（
５
９
）
５
１
４
０

　

災
害
時
な
ど
に
自
力
で
の
避
難
が
困

難
で
、
地
域
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人

を
対
象
に
し
た
制
度
で
す
。

◎
登
録
対
象
者

　

災
害
時
の
避
難
行
動
に
支
援
が
必
要

で
、
家
族
な
ど
の
支
援
が
困
難
な
在
宅

で
暮
ら
す
次
の
よ
う
な
人

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
（
一

人
暮
ら
し
世
帯
を
含
む
）
の
世
帯
員

②
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

⑥
そ
の
他
、
特
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人

◎
登
録
方
法

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
登
録
届
出

書
を
社
会
福
祉
課
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
登
録
時
に
は
、「
地
域
支
援
者
」
を
２

人
決
め
て
く
だ
さ
い
。
決
め
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
「
地
域
支
援
者
」
と
は
、
登
録
す
る

人
に
対
す
る
日
常
か
ら
の
見
守
り
や
、

災
害
が
発
生
し
そ
う
な
場
合
や
発
生
し

た
時
に
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
伝
え

た
り
、
一
緒
に
避
難
し
た
り
す
る
な
ど

の
支
援
を
行
う
人
で
、
登
録
す
る
人
の

近
隣
に
居
住
し
、
支
援
を
行
う
こ
と
に

同
意
し
た
人
の
こ
と
で
す
。

◎
登
録
情
報
の
取
り
扱
い

　

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
避
難
支
援
等

関
係
者
（
市
、消
防
団
、自
主
防
災
組
織
、

警
察
署
、
消
防
署
、
民
生
委
員
）
お
よ

び
地
域
支
援
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
に
よ
っ
て
、
災
害
時
の
支
援
が
保

証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
支
援
者

や
避
難
支
援
等
関
係
者
は
、
も
し
も
災
害

時
に
支
援
で
き
な
か
っ
た
り
、
避
難
時
に

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
り
し
て
も
責
任
を

負
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係　
℡
（
５
２
）
７
９
３
８

◎
農
地
の
種
類　
田

地
域
名

平
均

最
高

最
低

デ
ー
タ

件
数

旧
江
津
市
全
域

４
４
０
０
円

５
５
０
０
円

１
５
０
０
円

13

旧
桜
江
町
全
域

４
４
０
０
円

６
０
０
０
円

１
５
０
０
円

９

江
津
市
平
均

４
４
０
０
円

◎
農
地
の
種
類　
畑

地
域
名

平
均

最
高

最
低

デ
ー
タ

件
数

旧
江
津
市
全
域

２
５
０
０
円

２
５
０
０
円

１
５
０
０
円

２

旧
桜
江
町
全
域

１
８
０
０
円

３
０
０
０
円

１
５
０
０
円

22

江
津
市
平
均

１
８
０
０
円

名
称

現
行

改
定
後

健
康
保
険
料
率

１
０・１
３
％

１
０・１
３
％
（
据
え
置
き
）

介
護
保
険
料
率

１・６
５
％

１・５
７
％　
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第
９
回
高
校
生
の「
建
築
甲
子
園
」で
、

江
津
工
業
高
校
の
建
築
・
電
気
科
３
年
生

３
人
の
提
案
が
準
優
勝
に
輝
き
、
こ
の
た

び
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
築
設
計
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
競
う

建
築
甲
子
園
は
、
日
本
建
築
士
会
連
合

会
と
都
道
府
県
建
築
士
会
が
主
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
「
地
域
の
く
ら
し
・

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
が
あ
り
、
全
国
の
工
業
高
校

や
高
等
専
門
学
校
を
含
む
61
校
か
ら
95

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
津
工
業
高
校
の
生
徒
は
、
江
津
町

本
町
地
区
に
あ
る
空
き
店
舗
を
改
修
し

て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
を
提
案
し
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。

※
広
報
６
月
号
25
ペ
ー
ジ
お
よ
び
３
月

号
26
ペ
ー
ジ
で
取
り
組
み
の
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。

◎
応
募
タ
イ
ト
ル

　

有
機
的
に
繋
が
る
町
の
コ
ア
～
エ
リ

ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
江
津
本
町
を
目
指
し
て
～

　

平
成
30
年
度
の
測
定
は
、
表
の
項
目

の
ほ
か
、
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
に
つ
い

て
も
実
施
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
全
て

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
周
辺
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

江
津
工
業
高
校
が
建
築
甲
子
園
準
優
勝

可
燃
物
処
理
場
測
定
結
果

■問
総
務
課
行
政
係　
℡
（
５
２
）
７
９
２
７

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
℡
（
５
３
）
５
０
８
１

エコクリーンセンターのばい煙などの測定結果

調査地点 項　目 区　分 測定結果 監視基準（環境基準）

県道 300 号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃
度地点付近

二酸化窒素（ppm） 日平均値の最大値 0.002 0.04 ～ 0.06 以下

二酸化硫黄（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04 以下
1時間値の最大値 0.004 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

日平均値の最大値 0.057 0.1以下
1時間値の最大値 0.083 0.2 以下

塩化水素（ppm） 平均値 0.001未満 0.02 以下最大値 0.001未満
ダイオキシン類

（pg-TEQ/m3） 平均値 0.0045 0.6 以下

項　目
測定結果 排出

基準
自主
規制値H30.7.24 H30.7.24 H31.1.16 H31.1.17

1号炉 2号炉 1号炉 2号炉

ば
い
煙

ばいじん（ｇ/㎥ N） 0.004未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥ N/h） 0.011未満 0.011未満 0.011未満 0.011未満 75.9

（注 1） 0.2
窒素酸化物（ppm） 28 24 18 19 250 50

塩化水素（mg/㎥ N） 1未満 1未満 2 5 700 70
排ガス中ダイオキシン類

（ng-TEQ/㎥ N） 0.0000022 0.000025 0.000038 0.0022 1 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

H30.7.26

－ 3 －0.060
スラグ・メタル中ダイオキシン類

（ng-TEQ/g）
H30.7.24
0.00014

エコクリーンセンターの周辺環境測定（大気質）結果　

（注1）硫黄酸化物の排出基準値は測定時の条件により変わるため代表的な値を掲載しています。

※「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

（平成 30 年 7月19 日から25 日まで、7 日間連続測定）

↑２月 25 日、江津工業高校において表彰状の贈呈が行
われました。
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Information
Pick Up!

月日 実施場所 時間

４
月
16
日

（火）

上河戸集会所前 8:50 ～ 8:55
上波積バス停前（岩龍寺滝入口） 9:05 ～ 9:10
波積浄妙寺前付近 9:20 ～ 9:22
波積地域コミュニティ交流センター前 9:30 ～ 9:35
都治地域コミュニティ交流センター前 9:45 ～ 9:55
黒松地域コミュニティ交流センター前 10:05 ～ 10:15
尾浜集会所前 10:20 ～ 10:30
浅利地域コミュニティ交流センター前 10:35 ～ 10:45
上町・宮町集会所前 10:50 ～ 10:55
塩風館前 11:00 ～ 11:05
嘉戸会館前 11:10 ～ 11:15
渡津地域コミュニティ交流センター前 11:20 ～ 11:30
岩貝コミュニティ前 13:10 ～ 13:20
長田ふれあい館前 13:25 ～ 13:30
山辺神社前 13:35 ～ 13:45
島の星集会所前 13:55 ～ 14:00
市民センター広場東側 14:10 ～ 14:20
嘉久志地域コミュニティ交流セン
ター前 14:25 ～ 14:40

ウエルシア江津嘉久志店駐車場 14:45 ～ 14:55

４
月
17
日

（水）

羽代口バス停付近 8:50 ～ 9:00
浄光寺駐車場 9:05 ～ 9:15
跡市地域コミュニティ交流センター前 9:20 ～ 9:30
長瀬橋前 9:35 ～ 9:40
井沢集会所前 9:50 ～ 9:55
有福温泉地域コミュニティ交流セン
ター前 10:10 ～ 10:20

本明自治会館前 10:25 ～ 10:35
波子地域コミュニティ交流センター前 10:50 ～ 11:00
敬川地域コミュニティ交流センター前 11:10 ～ 11:25
雇用促進住宅青山前 11:30 ～ 11:35
青山自治会館前 11:40 ～ 11:50
二宮地域コミュニティ交流センター前 13:15 ～ 13:30
都野津 26 町内宮田商店前 13:35 ～ 13:45
都野津地域コミュニティ交流セン
ター前 13:50 ～ 14:10

都野津会館前 14:15 ～ 14:25
和木地域コミュニティ交流センター前 14:35 ～ 14:50

月日 実施場所 時間

４
月
18
日

（木）

高崎菊雄様宅前 9:00 ～ 9:05
八戸集会所前 9:20 ～ 9:25
長谷生活改善センター前 9:40 ～ 9:45
江尾集会所前 10:00 ～ 10:05
市山文化福祉センター前 10:10 ～ 10:20
今田集会所前 10:25 ～ 10:35
小田下リサイクルボックス前 10:40 ～ 10:45
谷住郷多目的集会所前 10:50 ～ 11:00
谷集会所前 11:05 ～ 11:10
桜江総合センター１階駐車場 11:20 ～ 11:30
下大貫自治会館前 12:45 ～ 12:47
田津集会所前 12:55 ～ 13:00
渡会館前 13:10 ～ 13:20
旧農協鹿賀出張所前 13:35 ～ 13:37
長良ポンプ場前（生活バス停） 14:00 ～ 14:05
上津井温泉前 14:20 ～ 14:25
上上津井集会所前 14:30 ～ 14:35
松平地域防災拠点施設前 14:50 ～ 14:55
松平地域コミュニティ交流セン
ター前 15:00 ～ 15:05

（注１）犬が死亡している場合、転居・
飼い主変更の際は、お知ら
せください。

（注２）飼い犬が人をかんだ場合は、
保健所へ事故届の提出が必
要です。

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

■問 

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）
７
９
３
６

平成31年度『犬の登録及び狂犬病予防集合注射』日程表

　

平
成
31
年
度
の
犬
の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
、
登
録
は

犬
の
生
涯
に
１
度
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年

１
回
、
行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

◎
当
日
の
持
ち
物

【
す
で
に
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
人
】

①
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
申
請
は
が
き
（
市
か

ら
送
付
さ
れ
る
も
の
）	

	

②
集
合
予
防
注
射
料

　
３
０
０
０
円
（
注
射
料
金
２
４
５
０
円
、
注

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

【
新
規
登
録
の
人
】

①
印
鑑
（
当
日
会
場
で
登
録
申
請
に
必
要
）

②
新
規
登
録
料　
３
０
０
０
円

　
予
防
注
射
料　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
計　
６
０
０
０
円

◎
備
考

・
犬
１
頭
当
た
り
の
金
額
で
す
。

・
料
金
は
、
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
当
日
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
動
物

病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
手
数

料
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
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健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

　日本では２人に１人が、がんにかかると言われています。
　江津市での死亡原因の第１位は「がん」。がんは早く見つけて治療すれば、治る病気です。
早期発見・早期治療をするには、定期的ながん検診を受けることが大切です。
　がん検診の目的は自覚症状がないうちに、がんを見つけて治療を行い、がんによる死亡を
防ぐことです。症状が出ている人は早めに医療機関を受診しましょう。

検診の種類 対象 料金 予約先など

胃がん 40 歳以上男女 1,000 円 不要

肺がん 40 歳以上男女 無料 不要

乳がん 40 歳以上の
和暦奇数年生まれ

【車検診】
50 歳以上 1,100 円
49 歳以下 1,600 円

健康医療対策課健康増進係
℡（５２）７９３５

【済生会病院での検診】
1,600 円

済生会江津総合病院
℡（５４）０１０１

大腸がん 40 歳以上男女 400 円 健康医療対策課健康増進係
℡（５２）７９３５

子宮頸がん 20 歳以上女性
細胞診　　800 円 済生会江津総合病院

℡（５４）０１０１
※車検診の場合は予約不要HPV 検査 1,000 円

前立腺がん 50 歳以上男性 1,200 円 ※「健康づくり予定表」参照

※詳しくは、がん検診の一覧表「江津市健康づくり予定表」をご覧ください。

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

高齢者肺炎球菌感染症予防接種
◎対象者
①平成 31年度に次の年齢になる人

65 歳（昭和 29 年４月２日生 ～ 昭和 30 年４月１日生）
70 歳（昭和 24 年４月２日生 ～ 昭和 25 年４月１日生）
75 歳（昭和 19 年４月２日生 ～ 昭和 20 年４月１日生）
80 歳（昭和 14 年４月２日生 ～ 昭和 15 年４月１日生）
85 歳（昭和９年４月２日生 ～ 昭和 10 年４月１日生）
90 歳（昭和４年４月２日生 ～ 昭和５年４月１日生）
95 歳（大正 13 年４月２日生 ～ 大正 14 年４月１日生）
100 歳以上（大正９年４月１日以前に生まれた人）

② 60 歳から 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自
己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障が
いおよびヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生
活がほとんど不可能な程度の障がいがある人

※該当となる人に４月中旬に案内・予診票を送付します。

◎接種期間　５月１日～翌年３月31日
◎接種料　自己負担 2,500 円必要
※生活保護受給世帯に属する人、福祉医療受給者で市県民
税非課税世帯の人は無料。
◎実施場所　詳しくは予防接種案内をご覧ください。
◎備考
・平成 31年度から５年間で該当する年度に 65 歳、70 歳、
75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳になる人が順
次対象になります。今年度のみ100 歳以上の全ての人が対
象です。
・平成 30 年度以前に「ニューモバックス NP（23 価肺炎球
菌莢膜ポリサッカライドワクチン）」を１回以上接種したこと
がある人は対象となりません。かかりつけの医師にご確認く
ださい。

受けて安心！がん検診

江津市で行うがん検診

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５
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人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
期
間
：
４
月
５
日

（金）
～
15
日

（月）　
※
土
日
を
除
く

後期高齢者医療制度（脳ドック）
◎対象者
　後期高齢者医療制度加入者で保険料の滞
納がない人
◎実施期間　５月中旬以降を予定
◎場所　済生会江津総合病院
◎募集定員　脳ドック　１４８人
◎個人負担金　9,000円
◎申込に必要なもの
　後期高齢者医療被保険者証
◎申込方法
　市役所保険年金課または桜江支所で申込書
に記入してください（代理も可）。電話での申し
込みはできません。
　来庁が困難な人は、郵送（期間内必着）で
受け付けます。下記までお問い合わせください。
※申し込み多数の場合は抽選となりますが、
前年度に受診していない人を優先します。先着
順ではありません。
■問保険年金課医療年金係　℡（52）7483

国民健康保険（一日外来・脳ドック）
◎対象者
　島根県国民健康保険加入者（江津市が交付して
いる保険証を持っている人）で、国民健康保険料
の滞納がない世帯の人
◎実施期間　５月中旬以降を予定
◎場所・募集定員
◆済生会江津総合病院
　①一日外来ドック９０人　②脳ドック９０人
◆浜田医療センター（浜田市）
　③一日外来ドック９０人　④脳ドック１４０人
※申し込みは、①から④のいずれか一つです。
◎個人負担金　
　一日外来ドック8,000円　脳ドック9,000円
◎申込に必要なもの
　国民健康保険証
◎申込方法
　市役所保険年金課または桜江支所で申込書に記
入してください（代理も可）。電話での申し込みはで
きません。
　来庁が困難な人は、郵送（期間内必着）で受け
付けます。下記までお問い合わせください。
※申し込み多数の場合は抽選となりますが、前年度
に受診していない人を優先します。先着順ではあり
ません。
■問保険年金課国民健康保険係　℡（52）7937

ご注意ください

①脳ドックを希望する人で、体内に金属の入っ
ている人（インプラントも含む）は、医師に
相談のうえ、お申し込みください。
②ドックを受診した人は、健康診査（後期高
齢者医療被保険者対象）と特定健康診査（国
民健康保険被保険者対象）を受けることが
できません。

日（曜日） 会場・受付時間

26日（金）
トップ金属工業株式
会社江津工場 ９：30 ～ 12：00

　輸血が必要な人を救うためにご協力を！
◎対象
　400ml献血（全血）が可能な人（体重50㎏以上）

　平成 30 年12月６日、浜田圏域「７０２４よい歯のコ
ンクール」の表彰式が行われました。浜田圏域では 35
件、江津市からは９件の応募がありました。その中から、
最優秀賞１名、優秀賞１名に江津市の人が選ばれました。
おめでとうございます！
◎受賞者
【最優秀賞】谷住郷・山崎一由さん
【優秀賞】川越・中村征雄さん
◎受賞後のコメント（山崎一由さん）
　「7024を達成したのは日頃から、好き嫌いなく、何で
も食べていたからでしょうか。口元が綺麗だと、周囲へ
好印象を与えることもできますよ。今度は８０２０達成を
目指します！」

７０２４よい歯のコンクール受賞者発表４月の献血

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５

■問健康医療対策課健康増進係　℡（５２）７９３５
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開催日 内　容 備　考

5 日（金）

●子 おたのしみの日「お花見に行きましょう」
◎時間　午前 10 時 30 分～午後12 時 30 分　　◎持ち物　飲み物、お弁当
◎備考　現地集合（市民センター遊具広場周辺）

●の 入会式「はじめましてよろしくねの会」
◎時間　午前 10 時～

要予約
※当日参加も可

10 日（水） ●子 ３歳児健康診査
◎時間　午後12 時 30 分～　　◎対象　H27年11月～12 月生

11日（木）

●あ わくわくランチ「こども園でこどもたちが食べている食事を食べます」
◎時間　午前 11時～正午　　◎参加費　子ども150 円、大人 250 円
◎持ち物　お箸、スプーン、フォーク、お茶（大人も）

●谷 乳幼児健康相談・離乳食教室・絵本の読み聞かせ
◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

要予約（5 組、4/4 締切）

12 日（金）
●子 おたのしみの日「おたのしみシアターを見ましょう」

◎時間　午前 10 時～11時
●子 あったか心の相談日

◎時間　午前 10 時～正午
要予約

13 日（土） ●子 パパママ学級「妊娠中からの乳房管理と栄養」
◎時間　午前 10 時～正午　　◎持ち物　母子健康手帳

要予約

16 日（火） ●あスマイルデー「ヨガ」
◎時間　午前９時３０分～１１時　　◎持ち物　お茶、動きやすい服装で

要予約

17 日（水）

●の おしゃべりひろば「on the クラッカーを作ろう」
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　100 円

●谷 すくすくランド「お楽しみの日」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶

●子 乳幼児健康相談・おっぱい相談
◎時間　午前 9 時 30 分～11時 30 分

要予約

18 日（木） ●のマザーズひろば「ベビーマッサージ」
◎時間　午前 10 時～　　◎持ち物　バスタオル

要予約

19 日（金）
●子 おたのしみの日「リズム遊びをしましょう」

◎時間　午前 10 時～11時
●子 あったか心の相談日

◎時間　午前 10 時～正午
要予約

20 日（土） ●子 絵本のよみかたりの日（しまね子どもの読書等推進の会江津支部）
◎時間　午前 10 時～11時

23 日（火） ●子 はじめてベビーの日「ベビーマッサージ」
◎時間　午前 10 時～11時　　◎持ち物　バスタオル

24 日（水）

●あ もぐもぐデー「こども園がお勧めするおやつを試食します」
◎時間　午前 10 時～11時　　◎持ち物　お茶

●のバースデーカフェ
◎時間　午前 10 時～　　◎参加費　100 円

●谷 すくすくランド「お楽しみの日」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶

●子離乳食教室
◎時間　午前 10 時～11時 30 分　　◎対象　初期５ヵ月児～ 6ヵ月児

要予約（4/17 締切）

要予約

26 日（金）

●子 おたのしみの日「こいのぼりを作りましょう」
◎時間　午前 10 時～11時

●ささくらこども園の日「あさりの姉妹園のさくらこども園で遊びます」
◎時間　午前 9 時 30 分～11時　　◎持ち物　お茶

要予約
※予約先はあさり子育て支援
センターへ

子育てサポート　４月のイベント一覧

　　　　■申 ■問 子育てサポートセンター	ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ		℡（５２）０５６９
谷住郷子育て支援センター　℡（９２）０３３８　あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４
のぞみ子育て支援センター　℡（５２）７８８８

　子育てサポートセンターの実施する今月のイベント
や各種の取り組みなどをお知らせします。

　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わせは
下記の各施設までお問い合わせください。

（注１）　●子子育てサポートセンター　●ののぞみ子育て支援センター　●谷谷住郷子育て支援センター　●ああさり子育て支援センター　●ささくらこども園
（注２）　表中に記載がない場合、予約不要・参加費などは無料
　　　　　　　　　　※ただし、本号発行後に変更される場合があります。

健康
＆

すくすく
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江津市の県立高校で
今、何が起きているのか？

※統括プロデューサーとは、「江津高校・江津工業高校魅力化統括プロデューサー」の略。
平成30年度から、県立高校で「教育の魅力化事業」を実施しています。

読んで納得！

江津高校 HP

　「電車男」「シン・ゴジラ」「告白」「君の名は。」でヒットを飛ば
した敏腕映画プロデューサーが書いた「四月になれば彼女は」と
いう川村元気氏の小説が私は好きです。
　この本の中にこんな１節があります。「恋は風邪と似ている。
風邪のウイルスはいつの間にか体を冒し、気づいたら発熱してい
る。だがときが経つにつれ、その熱は失われていく。熱があった

ことが嘘のように思える日がやってくる。誰にでも避けがたく、そ
の瞬間は訪れる。」
　年度初めは、新しい出会いがありますね、ヒトだけでなくモノや
コトも。「あれ？なんだか熱っぽいな」と感じる時、その瞬間を大
切にしてください。あなたの”好きなこと”が見つかったのかもし
れません。　　　　　　　　―― 統括プロデューサー　江上尚

　江津高校に出願を決め、見事に合格通知を手にしたあなた
をお祝いします。おめでとうございます。
　高校選びは生まれて初めて自分の進む道を自分で決める
経験だったかもしれませんね。これから半世紀も先の将来、
あなたが高校時代を振り返ったとき、今回の決断が人生を大
きく左右していることに気づくことと思います。たとえば、足
元から水平線の向こうまで直線を引くとしましょう。足元で
の数ミリのズレが、数キロ先では目に見える差になりますし、
数千キロ先では予想もしなかったほど離れたところに行って
しまいます。人生80年の時代にあって、15～16歳のこの
決断がこれからの50年を方向付けます。どこでどのような
高校時代を過ごすかは、このたとえのように、長い人生の中
では小さな決断かもしれませんが、未来のあなたが形づくら
れてゆく第一歩という意味をもっています。

　昨年の秋、この「かわらばん」の
紙面をお借りして、あなたが本当に
わくわくするのは何に対してなの
か、あなたが次の一歩を踏み出す
のはどちらの方向なのか、江津高
校はそれを発見するためのプログ
ラムを用意している、と紹介しまし
た。このことは、「江津高校が魅
力的である」とはどういうことなの
か、という問いと関連します。「江

津高校が魅力的である」というのは、江津高校があなたに提
供する授業や行事などのコンテンツを指すのではく、江津高
校で充実感や達成感をもって生活しているか否か、あなたの
ことを指しているからです。
　充実感や達成感をもって高校生活を送るには、どうすれ
ばよいでしょうか。みなさんはもうお気づきですね。江津高
校では江津市のスローガン「GO▶GOTSU！山陰の『創
造力特区』へ。」をお借りして、江津高校バージョン「GO▶
GOTSU！やってみよう！」でこの1年取り組んできました。
　「学校や先生、大人が何かしてくれる」と人任せにしている
と、不満や愚痴しか生まれず、あなたの成長にはつながりませ
ん。あなたの「やってみたい！」を行動に移しましょう。成功
したり、実現したりするにこしたことはないけれど失敗しても
大丈夫。あなたが自分の頭で考えて、自分の身体を動かして
行動する中で充実感や達成感が生まれます。江津高校はそ
れを応援する学校でありたいと思います。
　さあ、やってみましょう！

江津高校　校長　宮島忠史

　新入生の皆さん、入学おめでとうございます。
　江津工業高校は、1902年（明治35年）創立の那賀郡蚕
業講習所を前身としています。1934 年（昭和9年）に県立
江津工芸学校として開校し、開校85周年を迎えた伝統のあ
る学校です。
　卒業生は1万3千人を超え、地元行政、地元企業、県外企
業の先輩とのつながりも深く、卒業後も卒業生会「江工会」
の絆で結ばれています。
　東に江の川、北に日本海、南に星高山という恵まれた自然
環境と各学科の先端技術設備を整備した教育環境に囲まれ
て、ものづくりのスペシャリストを目指し「未来を見据えた高
校生活」を送ることができます。
　皆さんはこれから多くの教員や先輩たち、地域の協力を得
ながら一緒に勉強します。身につけた技術や技能はさまざ
まな形で社会に貢献できます。入学時の新鮮な気持ちを忘
れず、社会に貢献できる「人財」となる意志と決意を持って努
力してください。教職員は、一丸となって皆さんの成長を促
し、見守り、そして支援します。共にがんばりましょう。

　保護者の皆さん、地域の皆さん、開かれた学校づくりを進
め、本校の教育活動にご理解とご支援をいただけるよう努力
します。江津工業高校の教育活動に対しご理解、ご協力と
応援をお願いします。
　高校生活満足度、進路希望共に100％実現の信頼される
学校を目指します。どうぞよろしくお願いいたします。

ようこそ江津高校へ エンジニアになる夢に向かって！
江津高校　℡（５３）０５５３ 江津工業高校　℡（５２）２１２０

江津工業高校 HP

APRIL COME SHE WILL. 

校訓　　質実剛健　不撓不屈

江津高校創立 60 周年記念
キャラクター「だっぴー」
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お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

◎
対
象
者

　
在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
下
肢
、体
幹
、視
覚
障
害
１・
２
級

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

②
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人

③
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

※
入
院
中
や
施
設
入
所
の
人
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

◎
交
付
枚
数　
５
０
０
円
券
を
24
枚

※
5
月
以
降
に
交
付
申
請
さ
れ
た
場

合
は
、月
割
り
し
た
交
付
枚
数
と
な

り
ま
す
。

◎
交
付
期
間

　
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

◎
申
込
方
法

　
対
象
と
な
る
人
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
（
介
護
保
険
証
ま
た
は
身

体
障
害
者
手
帳
）と
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
本
人
以
外
が
窓
口
に
来
ら
れ
る
場

合
は
、代
理
の
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
（
５
２
）	

７
９
３
８

働
き
盛
り
の
健
康
を
守
る
！

江
津
市
職
域
保
健
部
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

◎
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
労
働
安
全
衛
生
法
に
お
け
る
健
康

診
断
の
実
施
は
事
業
主
の
義
務
で

す
。
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◎
従
業
員
の
皆
さ
ん
へ

　

健
康
診
断
を
受
診
し
、受
診
後
は

必
ず
結
果
を
確
認
し
、必
要
で
あ
れ

ば
、生
活
習
慣
の
改
善
や
受
診
を
し

ま
し
ょ
う
。

■問
江
津
市
職
域
保
健
部
会
事
務
局

（
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係
）

℡
（
５
２
）７
９
３
５

「
江
岸
の
子
ら
」第
65
集
発
刊

	　

江
津
市
の
小
、中
学
生
の
作
品
集

「
江
岸
の
子
ら
」第
65
集
を
発
刊
し
ま

し
た
。

　
児
童
生
徒
の
作
文
や
詩
・
俳
句
な

ど
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

店
頭
販
売
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
購
入
を
希
望
す
る
場
合
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
金
額　
５
２
０
円
（
15
冊
限
定
）	

■申
■問
江
岸
の
子
ら
事
務
局
（
津
宮
小

学
校
内
・
筆
谷
）℡

（
５
３
）０
０
１
７	

「
誰
で
も
簡
単
に
稼
げ
る
」

と
い
う
広
告
な
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
甘
い

言
葉
に
は
罠
が
い
っ
ぱ
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
「
誰
で

も
簡
単
に
す
ぐ
稼
げ
る
」、「
ネ
ッ
ト

で
簡
単
お
小
遣
い
稼
ぎ
」、「
副
業
で

高
収
入
」
な
ど
の
宣
伝
広
告
が
あ
り

ま
す
。

　
最
近
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
）
で
の
宣
伝
広
告
や

友
達
登
録
な
ど
が
き
っ
か
け
で
、
被

害
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

ま
す
。

　
悪
質
事
業
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誰
で
も
簡
単
に
稼
げ
る
か
の

よ
う
な
表
現
を
用
い
て
勧
誘
し
、
多

額
の
金
銭
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
体

験
談
、
甘
い
言
葉
を
う
の
み
に
す
る
の

は
危
険
で
す
。
契
約
す
る
前
に
冷
静
に

考
え
、
周
囲
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■問
総
務
課
行
政
係

℡
（
５
２
）	

７
９
２
７

有　

料　

広　

告

情報
ポケットご

み
・
環
境

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日
４
月
28
日

（日）

　
午
前
９
時
～
正
午

○対
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可
。

○￥
有
料

○他
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）５
３
２
１

各記号の意味
○日日時　○期期間　○場場所　○内内容　○対対象
○資資格　○持持ち物　○定定員　○￥費用　○〆締切　
○他その他　■問問い合わせ先　■申申請先

４月
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有　

料　

広　

告

相　
談

４
月
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
1
日

（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
２
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
２
日

（火）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

☆
24
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
11
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

ひ
と
り
親
家
庭
巡
回
就
業
相
談

　
母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、寡
婦
の
人

を
対
象
に
就
業
相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
日
程　
申
込
時
に
調
整

○場
江
津
市
役
所

※
事
前
に
電
話
で
の
申
込
が
必
要
で

す
。

■申
■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
（
５
２
）７
４
８
７

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
で

も
飲
み
な
が
ら
、認
知
症
の
こ
と
や

医
療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○日
４
月
13
日

（土）
、27
日

（土）

　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

　
※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

○場
ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

○対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、専
門

職
な
ど
ど
な
た
で
も

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
青
山
介
護
支
援
事
業
所

℡
（
５
４
）３
１
２
３

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

○日
４
月
20
日

（土）

　
午
前
９
時
～
正
午

○場
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

○対
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

歓
迎
し
ま
す
。

○他
申
込
不
要

○￥
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
世
話
人
代
表　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

　
今
年
度
か
ら
江
津
会
場
を
休
止
し

ま
す
。
日
時
は
毎
月
第
３
水
曜
を
第

２
水
曜
に
、場
所
は
済
生
会
江
津
総

合
病
院
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
に
そ

れ
ぞ
れ
変
更
し
ま
す
。

○日
４
月
10
日

（水）　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
毎
月
第
２
水
曜
日

○場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

○内
求
人
・
求
職
相
談
、

　
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

生
活
・
仕
事
・
お
金
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ

　

独
り
で
悩
ま
ず
に
、ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
支
援
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
様
々
な
事
情
に
よ

り
、生
活
に
困
っ
て
い
る
人
は
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
開
設
日　
平
日

◎
開
設
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○場
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

■問
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）２
４
７
４

募　
集

墓
地
公
園
の
使
用
者
公
募

☆
尾
浜
墓
地
公
園

◎
公
募
区
画
数　
　
１
区
画

○場
江
津
市
後
地
町
３
３
４
９
番
地
39

◎
使
用
料

　
１
区
画　
６
㎡
当
た
り
30
万
円

◎
墓
地
公
園
の
申
込
条
件

・
江
津
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有

す
る
人
。

・
墓
地
公
園
の
使
用
を
許
可
す
る
区

画
は
１
世
帯
に
付
き
１
区
画
と
す
る
。

・
墓
地
公
園
は
、焼
骨
の
埋
葬
、墓
碑

の
建
設
お
よ
び
祭
祀
の
目
的
以
外
に

使
用
し
な
い
こ
と
。

・
使
用
者
は
、使
用
許
可
の
際
、使
用

料
を
納
付
す
る
こ
と
。

◎
申
込
方
法

　
市
民
生
活
課
の
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、①
住
所
、②
氏
名
、③
連
絡
先
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
間

４
月
８
日

（月）
～
26
日

（金）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、後
日
抽

選
を
し
ま
す
。

○他
尾
浜
墓
地
公
園
（
別
の
１
区
画
）、

市
村
墓
地
公
園
（
２
区
画
）、小
迫
谷

墓
地
公
園
（
１
区
画
）、弓
場
墓
地
公

園
（
19
区
画
）は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

市税などの納付は便利な口座振替をご利用ください。
手続きは市内金融機関にてお願いします。
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「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」

（
江
津
東
小
学
校
）の

参
加
赤
ち
ゃ
ん
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
が
、学

校
で
児
童
と
３
回
継
続
し
て
関
わ
り

体
験
を
持
ち
、小
さ
な
命
に
感
動
す

る
心
、親
へ
の
感
謝
や
人
へ
の
思
い

や
り
、生
き
る
勇
気
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」を
開

催
し
ま
す
。
関
わ
り
体
験
授
業
に
参

加
す
る
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
を

募
集
し
ま
す
。

○対
５
月
時
点
で
生
後
4
ヵ
月
前
後
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者	

（
平
成
30

年
12
月
～
平
成
31
年
２
月
上
旬
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
）

◎
日
程

・
第
１
回　
５
月
９
日

（木）

・
第
２
回　
６
月
４
日

（火）

・
第
３
回　
６
月
28
日

（金）

※
い
ず
れ
の
日
も
午
前
９
時
30
分
～

11
時
10
分

○場
江
津
東
小
学
校

◎
講
師　
城
西
大
学
薬
学
部
特
任
教

授　
高
塚
人
志
氏

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
■問
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ゃ
い
る
ど
り
ー
む
）

℡
（
５
２
）０
５
６
９

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

社
会
の
た
め
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、

窓
ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、家
庭

の
定
期
的
な
ご
み
出
し
、障
子
の
貼

り
替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定

◎
入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

入
会
説
明
会

○日
４
月
18
日

（木）　
午
後
１
時
30
分
～

○場
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○他
筆
記
用
具
持
参

※
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

点
訳
・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集 

	　
点
訳
ま
た
は
音
訳
の
技
術
を
習
得

し
、視
覚
障
が
い
者
の
人
が
利
用
す

る
図
書
や
広
報
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
し
ま
す
。	

○期
５
月
９
日
～
来
年
３
月

（
木
曜
日
・
全
22
回
）	

【
点
字
】午
前
10
時
～
正
午	

【
朗
読
】午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分	

○場
い
わ
み
ー
る	

○対
70
歳
未
満
で
、簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
、継
続
し
て
活
動
が
で

き
る
人	

○￥
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
必
要
）	

○〆
５
月
８
日

（水）	

■申
■問
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー	

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
４	

島
根
県
警
察
官
の
募
集

　
平
成
31
年
度
島
根
県
警
察
官
の
採

用
試
験
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

◎
受
験
資
格

①
警
察
官
（
大
学
卒
・
２
０
１
９
年

10
月
採
用
）

　
大
学
卒
業
者
で
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
、満
33
歳
以
下
（
２
０
１
９

年
９
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

②
警
察
官
（
大
学
卒
・
２
０
２
０
年

４
月
採
用
）

　

大
学
卒
業
者
で
、満
33
歳
以
下

（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）	

	
	

	

③
武
道
（
大
学
卒
）

　

大
学
卒
業
者
で
、満
26
歳
以
下

（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）か
つ
柔
道
ま
た
は
剣
道
の
段

位
３
段
以
上
の
男
性

④
警
察
官
（
高
校
卒
業
程
度
）

　
満
18
歳
以
上
33
歳
以
下
（
大
学
卒

業
者
ま
た
は
２
０
２
０
年
３
月
大
学

卒
業
見
込
者
を
除
く
）

⑤
武
道
（
高
校
卒
）

　
満
18
歳
以
上
26
歳
以
下
（
大
学
卒

業
者
ま
た
は
２
０
２
０
年
３
月
大
学

卒
業
見
込
者
を
除
く
）か
つ
柔
道
ま

た
は
剣
道
の
段
位
３
段
以
上
の
男
性

（
柔
道
は
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
見

込
者
に
限
り
２
段
以
上
）

※
①
以
外
の
②
③
④
⑤
は
２
０
２
０
年

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
で
す
。

◎
身
体
的
条
件

・
視
力　

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
０
・

６
以
上
ま
た
は
両
眼
と
も
矯
正
視
力

１・０
以
上

・
色
覚
・
聴
力　
職
務
執
行
に
支
障

が
な
い
こ
と

※
身
長
、体
重
、胸
囲
に
関
す
る
身
体

基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
特
技
加
点

　
英
語
、武
道
、情
報
処
理
の
資
格
を

持
つ
人
に
は
、加
点
が
あ
り
ま
す
。

◎
試
験
予
定
日

【
警
察
官
（
大
学
卒
）第
１
回
】

・
申
込
受
付
期
間　
３
月
11
日

（月）
～

４
月
19
日

（金）

・
第
１
次
試
験
日　
５
月
12
日

（日）

※
２
０
１
９
年
10
月
採
用
も
実
施

【
警
察
官
（
大
学
卒
）第
２
回
】

・
申
込
受
付
期
間　
５
月
20
日

（月）
～

６
月
19
日

（水）

・
第
１
次
試
験
日　
７
月
14
日

（日）

【
警
察
官
（
高
校
卒
業
程
度
）】

・
申
込
受
付
期
間　
７
月
29
日

（月）
～

８
月
30
日

（金）

・
第
１
次
試
験
日　
９
月
22
日

（日）

※
詳
し
く
は
、島
根
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、江
津
警
察

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
■問
江
津
警
察
署℡

（
５
２
）０
１
１
０

有　

料　

広　

告
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有　

料　

広　

告

イ
ベ
ン
ト

	
第
６
回

谷
住
郷
夜
桜
ま
つ
り

　
谷
住
郷
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

夜
桜
と
伝
統
芸
能
石
見
神
楽
、そ
し

て
、谷
住
郷
地
区
の
食
の
お
も
て
な

し
！
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

○日
４
月
６
日

（土）

　
午
後
６
時
～
11
時

○場
谷
住
郷
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー

◎
出
演　

谷
住
郷
神
楽
社
中
、谷
住

郷
子
ど
も
神
楽
教
室
、大
塚
神
楽
団

○￥
入
場
無
料	

■問
谷
住
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
谷

住
郷
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン

タ
ー
内
）　　

	

℡
（
９
２
）１
４
５
７

第
８
回 

市
山
ふ
る
さ
と
祭
り

　
大
元
神
楽
の
里
・
市
山
で
地
元
神

楽
社
中
の
共
演
と
郷
土
芸
能
、バ
ザ

ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
市
山
の
「
文
化
」

と
「
食
」を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。	

　
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。	

○日
４
月
28
日

（日）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時	

○場
市
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー	

○￥
入
場
無
料	

○内
地
元
３
社
中
の
神
楽
、田
植
え
ば

や
し
や
千
丈
渓
お
ど
り
な
ど
、バ
ザ

ー
コ
ー
ナ
ー
、桜
江
中
学
校
吹
奏
楽

部
や
神
楽
社
中
の
ゲ
ス
ト
出
演	

■問
市
山
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー　
　
　
℡
（
９
２
）１
５
０
８

竹
秋
茶
会
の
お
知
ら
せ

　
裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部
で
茶
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○日
４
月
14
日

（日）

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

○場
丸
惣
研
修
場
（
敬
川
町
）

○￥
茶
券
２
０
０
０
円
（
濃
茶
席
・
薄

茶
席
）

※
茶
券
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
（
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■申
■問
裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部
（
阿

部
）　　
　
　

	

℡
（
５
２
）５
１
４
５

銅
ヶ
丸
自
然
史
観
察
会 

　
銅
ヶ
丸
鉱
山
の
鉱
床
の
成
因
に
つ

い
て
考
え
る
観
察
会
を
し
ま
す
。

　
鉱
山
周
辺
は
非
常
に
露
頭
状
況
が

よ
く
、鉱
物
や
岩
石
、構
造
地
質
な
ど

を
発
見
的
に
学
べ
る
絶
好
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
す
。

　
開
催
期
間
中
の
ご
都
合
の
よ
い
日

時
を
選
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。	

○期
４
月
11
日

（木）
～
17
日

（水）

　
午
前
11
時
～
午
後
5
時	

○場
銅
ヶ
丸
鉱
山
（
邑
智
郡
美
郷
町
）

※
雨
天
中
止	

○定
毎
回
3
人
程
度

○￥
参
加
費
無
料	

◎
申
込
方
法　
希
望
日
の
前
日
ま
で

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い	

。

■申
■問
小
さ
な
自
然
館

℡
（
９
３
）０
７
９
５

都
野
津
わ
く
わ
く
遊
歩
道
・

八
十
八
か
所
ハ
イ
キ
ン
グ

　
日
本
海
が
一
望
で
き
る
場
所
で
休

憩
し
た
り
、森
林
浴
し
た
り
し
て
ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
各
大
師
さ
ん
札
所
で
は
お
菓
子
、一

番
札
所
と
奥
の
院
で
は
赤
飯
お
む
す

び
が
あ
り
ま
す
（
十
二
番
、四
十
八

番
、四
十
一
番
札
所
、そ
し
て
今
年
度

は
三
十
六
番
札
所
を
ポ
リ
テ
ク
カ
レ

ッ
ジ
島
根
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
建
物

を
新
築
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

○日
４
月
28
日

（日）　
午
前
７
時
～

※
時
間
中
い
つ
で
も

◎
コ
ー
ス

①
都
野
津
わ
く
わ
く
遊
歩
道
（
約
１

時
間
）

・
始
点
（
９
号
線
と
旧
９
号
線
北
側

交
差
点
南
寄
り
の
路
）
～
終
点
（
西

方
寺
付
近
）

・
駐
車
場　
キ
ヌ
ヤ
都
野
津
店
裏
口

付
近

②
都
野
津
八
十
八
か
所
（
約
２
時
間

30
分
）

・
始
点
（
大
年
神
社
前
）～
終
点
（
西

岸
寺
）

・
駐
車
場　
旧
丸
八
窯
業
事
務
所
付
近

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
予
定

■問
藤
代　
　

		

℡
（
５
３
）０
２
２
６

第
７
回
岩
瀧
寺
の
滝

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ま
つ
り 

　
新
緑
の
岩
瀧
寺
の
滝
へ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
行
こ
う
！	

旧
林
道
を
歩
け
る

の
は
今
年
が
最
後
！
波
積
ダ
ム
関
連

工
事
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
軽
食
な
ど
の
模
擬
店
も
多
数
出
店

予
定
！
お
買
い
物
だ
け
の
ご
来
場
も

大
歓
迎
で
す
♪	

○日
４
月
７
日

（日）	

◎
日
程

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
出
発
（
往
復
３
㌔
）	

　
午
前
10
時
30
分
～	

・
模
擬
店
販
売	

　
午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で	

○場
岩
瀧
寺
（
波
積
町
本
郷
）	

※
詳
細
は
ブ
ロ
グ
「
が
ん
り
ゅ
う
じ

日
記
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。	

■問
滝
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
井
田
）	

℡
０
９
０
（
９
５
５
２
）７
２
９
７
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石
見
海
浜
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
大
会
（
硬

式
） 

○日
４
月
14
日

（日）　
午
前
９
時
～

※
小
雨
決
行	

○場
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト	

○内
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス	

○￥
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）	

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。	

◎
申
込　
４
月
６
日

（土）
ま
で
に
申
込

書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

☆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

効
果
の
高
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。
誰
で
も
で
き
る
無
理

の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
適
で
す
。

○日
４
月
21
日

（日）

　
午
前
10
時
～
正
午
頃	

○場
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー	

○定
30
人
程
度	

○￥
無
料

※
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
代
も
無
料
で

す
。
参
加
受
付
時
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
申
込　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。	

■申
■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

４
月
24
日

（水）
～
５
月
６
日

（月）
は

休
ま
ず
開
館
し
ま
す

特
別
展
「
水
辺
の
生
物
×
彫
刻
～
石

見
の
自
然
と
匠
の
技
」

　
市
内
在
住
の
彫
刻
家
・
田
中
俊
睎

さ
ん
が
制
作
さ
れ
た
彫
刻
と
、水
辺

の
生
物
が
一
緒
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

○期
５
月
６
日

（月）
ま
で

○場
３
階
特
別
展
示
室

○対
ど
な
た
で
も
（
当
日
入
館
し
て
い

る
人
）

○￥
入
館
料
に
含
む

ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル
「
水
辺

の
生
き
物
さ
が
し
」

　
身
近
な
場
所
に
い
る
カ
エ
ル
や
イ

モ
リ
、カ
ニ
な
ど
を
探
そ
う
！

○日
４
月
14
日

（日）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

○場
ア
ク
ア
ス
周
辺

○対
ど
な
た
で
も　

○定
30
人

○￥
無
料　

◎
申
込
方
法

　
①
電
話
で
申
し
込
む

　
②
ア
ク
ア
ス
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し
込
む

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

～
い
つ
も
快
適
ア
ク
ア
ス
で　

親
子

で
の
ん
び
り
特
別
体
験
！
～

「
た
か
ら
さ
が
し　

げ
ー
む
」

　
ア
ク
ア
ス
の
中
で
ヒ
ン
ト
を
探
し

て
、宝
物
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

○日
４
月
22
日

（月）

　
午
前
10
時
～
（
30
分
程
度
）

○対
未
就
学
児
と
パ
パ
や
マ
マ
（
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、も
ち

ろ
ん
Ｏ
Ｋ
）

◎
参
加
条
件　
当
日
入
館
し
て
い
る

人
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
も
Ｏ
Ｋ
）

○￥
１
人
１
０
０
円

○定
15
組

◎
申
込
方
法　
当
日
午
前
９
時
か
ら

ア
ク
ア
ス
1
階
総
合
案
内
所
で
受
け

付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

飼
育
の
日
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
４
月
19
日
は
し
い
く
（
４
１
９
）

の
日
！
」

○日
４
月
19
日

（金）
、20
日

（土）
、21
日

（日）

◎
申
込
方
法　
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り

申
し
込
む
（
体
験
イ
ベ
ン
ト
１
は
申

込
不
要
）

◎
受
付
期
間

　
４
月
1
日

（月）
午
前
10
時
～４

月
10
日

（水）

☆
体
験
イ
ベ
ン
ト
１

　

な
か
よ
し
タ
イ
ム

～
飼
育
の
日
Ｖ
ｅ
ｒ
～

　
普
段
の
な
か
よ
し
タ
イ
ム
が
飼
育

の
日
Ｖ
ｅ
ｒ
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　
ア
ザ
ラ
シ
に
さ
わ
っ
て
ボ
デ
ィ
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
る
か
も
!?

○日
４
月
19
日

（金）

午
前
11
時
30
分
～
、午
後
３
時
～

　
４
月
20
日

（土）　
午
後
３
時
～

　
４
月
21
日

（日）　
午
後
３
時
～

○場
２
階
お
弁
当
広
場

○対
当
日
入
館
し
て
い
る
人

※
申
込
不
要

☆
体
験
イ
ベ
ン
ト
２

　

ペ
ン
ギ
ン
館
お
そ
う
じ
隊

　
ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
員
さ
ん
の
仕
事
を

体
験
し
よ
う
！
ペ
ン
ギ
ン
の
屋
外
プ
ー

ル
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
よ
う
！

◎
集
合
時
間　
午
前
８
時
45
分

※
終
了
予
定
は
午
前
９
時
30
分

○定
各
日
5
人

○対
５
歳
以
上

☆
体
験
イ
ベ
ン
ト
３

　

サ
メ
水
槽
た
ん
け
ん
隊

　

サ
メ
水
槽
の
裏
側
に
潜
入
し
て
、

お
そ
う
じ
の
秘
密
を
探
ろ
う
！
お
宝

が
見
つ
か
る
か
も
!?

◎
集
合
時
間　
午
後
２
時
～
３
時　

◎
集
合
場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ

ー
ル

石
見
神
楽
（
ア
ク
ア
ス
公
演
）

◎
日
程

・
７
日

（日）　
周
布
青
少
年
保
存
会

・
14
日

（日）　
岡
崎
神
楽
社
中

・
21
日

（日）　
長
浜
神
楽
社
中

・
28
日

（日）　
倭
川
戸
神
楽
社
中

・
29
日

（月）　
岡
見
神
遊
座

・
30
日

（火）　
下
来
原
西
組
神
楽
社
中

◎
時
間　
午
後
１
時
～
３
時

○場
ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場

○他
雨
天
中
止

◎
神
楽
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
島
根
物
産
商
事
株
式
会
社

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
３
８
８

■申
■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

有　

料　

広　

告

2019.4かわらばん 22



有　

料　

広　

告

消費者生活に関するご相談は、
　消費者ホットライン
　　１８８（局番無し）
　　　　※お近くの消費者相談セ

　　　ンターにつながります。

くらしの広場
　マンガで学ぶ
　賢い消費生活

作 柏屋コッコ

（無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

 交通事故の発生状況
（２月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｈ 31 年 6 0 9
前年比 0 0 6

県
内

Ｈ 31 年 122 4 137
前年比 -60 3 -86

 火災・救急・救助の件数
（２月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 0 3 98
年間合計 2 4 217

※広報３月号の年間合計数に誤りがあったた
め、訂正しています。

 人の動き
（２月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　23,580人（-45）
男　　　　11,033人（-17）
女　　　　12,547人（-28）
世帯数　　11,489 世帯（-13）
赤ちゃんの誕生

男の子　　３人　／　女の子　　8人

ありがとうございます
（２月 28 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付

香典返し寄付

▽有福温泉・伊藤祐規さん（故幸夫さん）▽敬
川（桜江）・三浦林子さん（故トミエさん）▽益田市

（桜江）・青木寛さん（故正一さん）▽桜江・湯淺
清和さん（故藤枝さん）▽松川・岡田保男さん（故
満枝さん）▽嘉久志（広島市佐伯区）・牧禮子さん

（故勉さん）▽二宮・小西美穂さん（故博文さん）▽
松川・横川恵知子さん（故晴枝さん）▽大田市（川
平）・荊尾悦子さん（故三浦千代香さん）▽後地・
山本登美子さん（故綾子さん）▽後地・竹内利博
さん（故保さん）▽広島県三次市（江津）・野原知
恵美さん（故睦子さん）▽二宮・横田百恵さん（故
敞次さん）▽渡津・森脇亘さん（故園江さん）▽二
宮・河野清春さん（故洋子さん）▽桜江・楸卓朗さ
ん（故眞生さん）

※掲載をご了承いただいた人について掲載し
ています。印刷上表記できない漢字は、常用
漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

４月の無料相談
人権相談（登記相談含む）

江津 15日（月）9：00 ～12：00
市役所２階　第５会議室

桜江 開催なし
行政相談

江津 24日（水）14：00 ～17：00
市役所１階　市民相談室

桜江 開催なし
こころの健康相談

日時 24日（水）14：00 ～16：00
会場 市役所　第４会議室

予約先 浜田保健所　℡0855（29）5550
交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所浜田相談室
℡0855（29）5563

サポステ浜田　就労相談
日時 毎月第２火曜日 11：00 ～13：00
会場 市社会福祉協議会　面談室

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

11日（木）13：00～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

26日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）

16日（火）9：45～12：00
桜江総合センター　※要予約

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会　℡（52）6710

４月の断酒会
江津保健センター
開催日 ４日・11 日・25 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 18 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

ぶつかって転んで楽しいバブルサッカー
　２月16日（土）、中央公園でバブルサッカー体験会が
ありました。嘉久志町を中心に活動する「新勇会」が主催
したもので、今年で2回目の開催になります。
　体験会には、小学校4年生から大人まで80人が参加し、
子どもの部と大人（中学生以上）の部に分かれ、5人1チー
ムで試合を行いました。
　参加者は、空気で膨らませたビニール製のボールの中に
入ってプレー。ゴールを防ぐために相手に勢いよくぶつかっ
たり、吹き飛ばされたりと、白熱したボールの奪い合いを
繰り広げました。

意外と深い!?ラジオ体操
　ラジオ体操講習会が２月20日（水）にじばさんセンター
でありました。現NHKテレビ・ラジオ体操指導者の鈴木
大輔先生とアシスタントの今井菜津美先生を講師に迎え、
体の動かし方やコツなどを指導してもらいました。市内の
事業所から58人が参加し、ラジオ体操を通じた健康づく
りに取り組みました。
　ラジオ体操は、３分15秒の間に13の運動で構成され
ています。講習会では一つ一つの運動の解説を聞きなが
ら実践しました。参加した皆さんは、知っているようで知
らなかったラジオ体操の極意を教わりました。

地元を味わう手前みそ作り
　みそ造り教室が2月17日（日）に旧松平小学校で開
催されました。市内外・県外から約50人が参加し、地元
産の大豆や川平産の酒米で作った米麹などを使ってみそを
手作りしました。
　大豆150㎏を煮込んだ後、麹と塩、大豆と煮汁をタラ
イに入れて混ぜ合わせ、ミンチ機で潰しました。1人6kg
ずつ味噌を漬物容器などに分け、後は発酵を待ちます。
みそは半年から1年ほど寝かせた後に食べられるようにな
るそうです。参加した皆さんはおいしく出来上がるのを楽
しみにみそ作りに没頭していました。

江津高校生が力強い舞を披露
　江津高校神楽愛好会が結成されてから10年。3月9日（土）
に創立10周年記念公演の卒業神楽があぷりこ（都野津地
域コミュニティ交流センター）で上演されました。
　卒業生も駆け付け、部員と卒業生の総勢約20人で8
つの演目を舞いました。
　「岩戸」の演目は、第8回高校生の神楽甲子園に出場
する予定でしたが、台風の接近により出演できなくなった
ものを改めて披露したものです。
　会場は高校生の皆さんによる力強い舞に魅せられ、上
演後は大きな拍手が送られていました。
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豪雨災害の体験を語る
　平成30年７月豪雨から７ヵ月が経った桜江町で、「豪
雨災害を乗り越えて～災害と家庭・地域の絆を考える
フォーラム～」が2月24日（日）に桜江総合センターで
開催されました。川戸地域コミュニティ協議会が主催し、
自治会長や消防団の団長など6人の発表者が、災害で
感じたことや思ったこと、改めて考えたことを語りました。
　桜江小学校５年生の矢萩夢花さんは、被災後にランド
セルを友人の姉から譲ってもらったことを話し「たくさん
の人に支えてもらって今の自分がいる」と感謝しました。
　来場者した約150	人の皆さんは発表を聞いて、地域
の助け合いやつながりの力を学び、そして、それぞれが
災害時にどう行動していくかを考えました。

小学生と高校球児たちとの野球交流会
　3月4日（月）、高角小学校と渡津小学校に石見智翠館高校硬式
野球部の部員の皆さんが訪れ、児童たちに野球の楽しさを体験して
もらおうと野球教室を開催しました。
　野球部の皆さんは、ウレタン製の柔らかいボールを使って、1年
生と2年生の児童とキャッチボールなどを楽しみました。
　打者と野手に分かれてミニゲームも行われ、打者はコーンの上に
置かれたボールを打つと、ホームインを目指して走塁。野手役の児
童はボールを捕って本塁に返球し、真剣勝負を楽しんでいました。
　たくさんのゲームを通じて、「投げる・捕る・打つ・走る」の野球
の基本を学んだ児童は、「野球部のお兄さんの教え方がわかりやす
かった」、「楽しかった」と笑顔を見せました。
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10連休の公共施設などの休業日
～各種公的な手続きや届出はお早めに～

施設名
４月 ５月

備考
27 日㊏ 28 日㊐ 29 日㊊ 30 日㊋ 1 日㊌ 2 日㊍ 3 日㊎ 4 日㊏ 5 日㊐ 6 日㊊

市役所
本庁舎・分庁舎 
桜江支所
人権啓発センター

－ － － － － － － － － －

休 業 中は、 出 生・
死亡・婚姻などの届
出、埋火葬許可証
の発行などは市役
所本庁舎の宿直室
で受け付けます。

地域コミュニティ
交流センター － － － － － － － － － －

パレットごうつ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小学校 － － － － － － － － － －
中学校 － － － － － － － － － －
桜江コミュニティ
センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

放課後児童クラブ ○ － － － － － － － － －
総合市民センター ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
中央公園施設 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
江津市図書館 ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○
江津市図書館
桜江分館 ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○
桜江Ｂ＆Ｇ海洋
センター ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

有福温泉公衆浴場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
じばさんセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
道の駅サンピコ
ごうつ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

江津斎場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

島の星クリーン
センター － 〇 － － － － － － － －

４月 28 日は休日開
場日です。

（詳しくは 18 ペー
ジ）

エコクリーン
センター － － － － － ○ ○ － － －

済生会
江津総合病院 － － － ○ ○ ○ － － － －

済生会江津総合病
院以外の医療機関
の休業日は、それぞ
れの医療機関に確認
してください。

子育てサポート
センター ○ ○ － ○ ○ － － － － ○

保育施設 ○
４月30 日・５月２日は各保育施設に確認してください。
４月 28 日・29 日、５月１日・３日～６日はたまえ保育園で休日保
育を実施します。

開業日は「〇」印、休業日は「―」印で表しています。

4/27（土）～5/6（月）
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４月ごうつカレンダー

◎各記号の意味
●役市役所　●人人権啓発センター　●島島の星クリーンセンター　●エエコクリーンセンター　●保江津保健センター　
●さ桜江総合センター（●桜桜江保健センター●コ桜江コミュニティセンター●川川戸地域コミュニティ交流センター）　
●中中央公園　●総総合市民センター　●図江津市図書館　●パパレットごうつ　●ササンピコごうつ　
●子子育てサポートセンター　●じじばさんセンター　●社社会福祉協議会　●済済生会江津総合病院　◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1 2 3 4 5 6

●図休館日 ●子休館日
●サ定休日
●保断酒会（23）

◆院展（28） ●中 全日本学童軟式
野球大会江津市
予選

◆谷住郷夜桜まつり
（21）

◆院展（28）
7 8 9 10 11 12 13
●中県テニス選手権大

会ダブルス予選
●中 連盟春季野球・

山陰中央新報社
旗大会

●中市陸上記録会
◆県知事・県議会議

員一般選挙
◆岩瀧寺の滝お花

見ウォーキングま
つり（21）

◆院展（28）

◆院展（28） ●図休館日
◆院展（28）

◆院展（28） ●子休館日
●サ定休日
●中 市退職者会グラ

ウンドゴルフ大会
●社法律相談（23）
●保断酒会（23）
◆院展（28）

◆院展（28） ●中 全日本学童軟式
野球大会江津市
予選

◆オレンジカフェご
うつ（19）

◆院展（28）

14 15 16 17 18 19 20
●中春季小学生ソフト

テニス大会
●中 連盟春季野球・

山陰中央新報社
旗大会

◆竹秋茶会（21）
◆院展（28）

●役人権相談（23）
◆院展（28）

●図休館日
◆狂犬病予防注射

（13）
●さ一般相談（23）
◆院展（28）

●中市グラウンドゴル
フ協会結成記念
大会

◆狂犬病予防注射
（13）

◆院展（28）

●子休館日
●サ定休日
◆狂犬病予防注射

（13）
◆シルバー人材センタ

ー入会説明会（20）
●桜断酒会（23）
◆院展（28）

●中 石見地区中学校
ソフトテニス大
会江津市予選

●中 石見地区中学校
軟式野球大会江
津市予選

◆院展（28）

●保 がんケアサロン
江津（19）

◆院展（28）

ごうつ食育の日
21 22 23 24 25 26 27
●中市長・議長杯バレ

ーボール大会
●中江津オープンテニ

スダブルス大会
●中 全日本軟式野球

大会 (１部 )ブロ
ック予選

◆院展（28）

●図休館日 ●役行政相談（23）
●役こころの健康相談

（23）

●子休館日
●サ定休日
●保断酒会（23）

●社一般相談（23） ●中 石見卓球選手権
大会（小・中学）

●中 春季石央中学校
軟式野球大会

●総江津地区メーデー
●サ春まつり
◆オレンジカフェご

うつ（19）

28 29 30 ４月７日（日）は島根県知事・島根県
議会議員一般選挙の投票日です。
あなたの意見を県政に反映させる
重要な機会です。自らの意思で
大切な一票を投票しましょう。
（詳しくは広報３月号をご確認ください）

●中市民ソフトバレー
ボール大会

●サ春まつり
●島休日開場日（18）
◆市山ふるさと祭り

（21）
◆都野津わくわく遊

歩道・88 か所ハ
イキング（21）

●中 自治労スポーツ
大会

●サ春まつり

●図休館日
●子休館日
●サ春まつり

昭和の日 国民の休日
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院展再　興
第103回

［期間］

［バス］ 江津市では、院展期間中の土・日曜日に市民センターからＪＲ江津駅経由で無料バスを運行します。
◆市民センター	→	今井美術館（行き）
　市民センター９：55発	→	ＪＲ江津駅10：05着・発	→	今井美術館10：35着
◆今井美術館	→	市民センター（帰り）
　今井美術館13：00 発	→	ＪＲ江津駅13：30着・発	→	市民センター13：35着

午前10 時～午後４時

［入場料］ 一般1,200 円（前売1,000 円）　　※学生および18 歳未満、身障者手帳保持者本人は無料

［備考］ ５日（金）は出品作家ら本人によるギャラリートーク開催

［会場］ 今井美術館 ※期間中無休

４月５日（金）→ ４月21日（日）

■問今井美術館　℡（９２）１８３９
社会教育課文化スポーツ振興係　℡（５２）７９５９

編
集
部
だ
よ
り

　
今
回
の
特
集
で
取
材
し
た
江
津

駅
前
ビ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
６

月
末
の
解
体
工
事
作
業
か
ら
取
材

し
、
途
中
経
過
の
12
月
、
完
成
後

の
３
月
と
、
何
度
か
訪
ね
て
ポ
リ

テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の
学
生
の
皆

さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
作
業
の
様

子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
何
も
な
い
状
態
か
ら
完

成
に
近
付
く
に
つ
れ
、
建
物
が
変

化
し
て
い
く
姿
に
わ
く
わ
く
し
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
の
一
端
を

感
じ
ま
し
た
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
取
材
し
て
い

る
と
、
初
め
て
聞
く
専
門
用
語
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
日
本
建

築
の
建
材
「
長な

げ
し押

」
を
知
っ
た
後
、

家
の
和
室
を
確
認
し
て
「
あ
っ

た
！
」
と
思
わ
ず
叫
ん
で
い
ま
し

た
（笑）	

知
ら
な
い
世
界
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
お
も
し
ろ
い
取
材
で

し
た
（
佐
々
木
）

↑ごうつ防災メール

江津市の情報発信
市 Facebookページを毎日更新しています！
取材記事やイベント情報の告知をお届けしてい
ます。
災害や道路・河川に関する情報は「ごうつ防災
メール」で発信しています。

↑Facebook

宮廻正明『行雲流水』
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